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IFSCC Congress 2023 Barcelona で発表した研究からの進化 

角層の重複を解くふきとり化粧水の処方化に成功 
角層を取り過ぎず、均一な角層細胞面積に導くことも確認 

 
株式会社ナリス化粧品（代表者：村岡弘義 本社：大阪市福島区）は約 90 年に

わたる角層研究の最新の成果として、加齢によって増加する角層の重複部位を剝がれや

すくすることで、適正な角層細胞面積に導くことのできるふきとり化粧水の処方化に成功し

ましたのでその内容を以下にまとめます。 

 

■研究の背景 

一般的に年齢を重ねるほどに個々の角層細胞の面積が大きくなっていくことが知られてい

ることに加え、当社の研究では加齢により角層と角層細胞同士が重複（オーバーラップ）して

いる面積も大きくなることを明らかにしています。この研究は AI

に角層細胞の面積や重なり、形状を学習させることで、大量かつ正確に解析できるようになったことから

解明したことであり、化粧品の国際学会の IFSCC Congress 2023 Barcelona で発表していま

す。角層の重複部位には細胞同士を接着させるタンパク質が存在しており、当社では接着タンパク質を

分解することで角層同士の接着を解くことがターンオーバーの促進に有効であると考えてきました。 

 

■研究内容 

角層の重複部位を分析すると、重複の内部は辺縁部よりも細胞を接着させるタンパク質の残存率

が高く、分解されづらいことがわかりました。様々な候補成分の分析から「ムクロジエキス」が重複によっ

て接着した部分に有効成分を届けることで、分解を促進することがで

きることを新たに見出しました。「ムクロジ」は、本州（茨城県・新潟県以

南）・四国・九州・東アジアから南アジアに分布する落葉高木で、果皮

にサポニンを含むことから洗濯や洗髪に、種子は羽根突きの羽根の玉

や数珠などに使われてきました。 

また、「ムクロジエキス」にタンパク質接着緩和作用のある「AMPD」という成分を加えた新しいふ

きとり化粧水を設計し、2 か月間半顔に使用することで、元々角層細胞面積が大きかったモニタ

ーの角層細胞面積が、使い続けることで小さくなることが確認されました。（図１）また別のモニ

ターでは、使用 2 週間で角層細胞面積が小さくなった後は一定の面積で落ち着く傾向が確認で

きました。（図２）また角層細胞

面積の変化率を見てみると、使用

直後は個々のモニターで変化に

バラツキが見られるものの、使い

続けることで変化率が未使用側

と比べ概ね低下した

ことから、均一な角層

細胞面積に導く傾向

を確認しました。

（図３）このように「ムクロジエキス」と「AMPD」を配合したふきとり化粧水は、角層

の重複を解き、はがれやすくすることで使用者それぞれの適正な角層細胞面積に導

く作用を示唆する結果が得られたことから、加齢などにより角層細胞の重複率が高

い人のターンオーバーを適正にすることが期待できます。 
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上：研究品使用前 角層細胞が重

複している様子 下：研究品使用後 

AI 解析により重なった角層を個別に識別 

News Release 
 

もので、【本件に関するお問い合わせ】 株式会社 ナリス化粧品 経営企画室 広報 横谷(よこたに) 
〒553-0001 大阪市福島区海老江 1 丁目 11 番 17 号 TEL:06-6346-6672 
FAX:06-6346-6569 E-mail:narispr@naris.co.jp HP:www.naris.co.jp 

 
 

図１ 図２ 

図３ 

tel:06-6346-6672


 

■研究者：株式会社ナリス化粧品  髙田広之・浅井健史 

 

研究者プロフィール 

髙田 広之（たかだ ひろゆき） 
株式会社ナリス化粧品  

研究開発部 研究開発課 基盤技術研究グループ 

― 略歴 ― 

2016 年 4 月 株式会社ナリス化粧品に入社。 

― 職務経歴 ― 

2016 年 10 月 ナリス化粧品 処方応用グループ。 

（メーク製品を中心に様々なカテゴリーの化粧品開発に従事） 

2017 年 10 月 ナリス化粧品 基盤技術グループ。美白研究、角層研究、保湿などの研究に

従事 

2020 年・2023 年の IFSCC Congress にて発表 

リリースタイトル  

2020 年 10 月 23 日 「ニトロ化を引き起こす有害物質、肌の潤いを奪うことを発見」 

2023 年 9 月 8 日 「高齢者の角層がターンオーバーしづらい原因を発見」 

 

【研究者のコメント】 

AI を用いた解析技術を開発したことにより、これまでより容易、大量かつスピーディに角層解析ができるようになりました。今回の

成果は AI による角層細胞の解析技術を活かした研究のスタートに過ぎず、今後の角層研究においても大きな力を発揮してくれ

ると確信しています。今後もさらに角層の未知の実態を突き止め、お客様の効果実感に直結するような研究を続けていきたいと

考えています。 

 

浅井健史（あさいたけし） 
株式会社ナリス化粧品  

研究開発部 研究開発課 処方開発技術グループ 

― 略歴 ― 

2002 年 4 月 株式会社ナリス化粧品に入社。 

―職務経歴― 

2002 年 10 月 ナリス化粧品 開発課。主にスキンケア製品の開発に従事 

2018 年の IFSCC Congress にて発表 

 

 

 

リリースタイトル 

2018 年 9 月 25 日 「ふきとり化粧水使用時の『心地よさ』を数値化する手法を確立へ」 

2024 年 3 月 8 日 「マッサージの効果を正しく評価する新手法を学会発表」 

 

【研究者のコメント】 

当社は、1937 年に初めてのふきとり化粧水「ナリス コンク」を発売しましたが、約 90 年に及ぶ角層研究の中でふきとり化粧水

はたゆまず進化してきました。今回の研究を経て、経験的に理解してきた当社のふきとり化粧水の作用について、「やっぱりそうだっ

たんだ」という確信に変わりました。今後もライフワークである感性研究と融合させ、肌と心に働きかける化粧品を提供してまいりま

す。 


